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【交通事故死者数累計推移】

令和４年

令和３年

令和２年

県内の交通死亡事故３７件３７人(前年比－５件－５人）

１ 交通事故発生状況（令和4年中）

２ 全国及び東北の死者数（令和4年中概数）

３ 令和４年中の交通死亡事故等の主な特徴
(1) 車両相互の事故が大きく減少

事故類型別では、車両相互の事故が11件（前年比－９件）で前
年と比べ大きく減少し、そのうち正面衝突が３件（前年比－７
件）、追突が２件（前年比－２件）と減少しています。
人対車両(歩行者事故)は16件(前年比＋３件)、車両単独９件

（前年比±０件）、列車１件（前年比＋１件）となりました。

(2) 交通事故死者の約５割が歩行者、夜間から朝方に多く発生
歩行者が死亡する交通事故は18件18人(前年比＋５件＋５人。

列車１件１人、車両単独事故に関係する歩行者の死亡１件１人含
む。)で前年と比べ増加しました。
歩行者の死者は交通事故死者の約５割(37人中18人､48.6％）を

占めており、18件中13件（うち７件は道路横断中）が夜から朝方
にかけて発生しました。
また、歩行中死者18人中10人は高齢者（前年比－１人）です。

(3) 死者の約５割が高齢者
高齢者が死亡する交通事故は18件18人(前年比－６件－６人)

で、前年と比べ減少しましたが、死者37人のうち、約５割が高齢
者でした。
状態別では、歩行中10人、自転車運転中３人、四輪運転中（２

当）２人、四輪同乗中３人でした。
また、高齢運転者の交通死亡事故（高齢者が第１当事者とな

った事故）は、13件13人（前年比±０件±０人）でした。

(4) 自転車の交通死亡事故死者は、全て高齢者
自転車乗車中の死亡事故は３件３人（前年比－２件－２人）で

前年と比べ減少しましたが、全ての死者が65歳以上の高齢者でし
た。
事故類型別では、追突１件、単独事故２件でした。

(5) 飲酒運転による人身交通事故発生状況（原付以上の第１当事者）
県内の飲酒運転による人身交通事故は33件（死者１人負傷

者50人）で、前年と比べて－４件、死者－３人、負傷者＋１
人となりました。
また、飲酒運転による死亡事故１件は、人対車両の事故

で、夜中に発生しました。

交通ルール 守るあなたが 守られる

四輪車 二輪車 自転車 歩行者 高齢者 高齢歩行者

8 8 3 18 18 10 13

16 8 5 13 24 11 13

増 数 -8 0 -2 5 -6 -1 0

減 率 -50.0 0.0 -40.0 38.5 -25.0 -9.1 0.0

区　　分 高齢運転者

本　年

前　年

死者の状態別(人数） 高齢死者の状況(人数）

件　　数 死者数 重  傷 軽  傷 計

4,117 37 37 440 4,472 4,912

4,286 42 42 484 4,698 5,182

増 数 -169 -5 -5 -44 -226 -270

減 率 -3.9 -11.9 -11.9 -9.1 -4.8 -5.2

死　亡　事　故 負　傷　者　数

本　 　年

前　   年

区　　分 発生件数

宮城県警察本部交通企画課

全　　国 東　　北 宮城県 青森県 岩手県 秋田県 山形県 福島県

2,610 211 37 31 37 33 26 47

2,636 207 42 29 35 28 24 49

増 数 -26 4 -5 2 2 5 2 -2

減 率 -1.0 1.9 -11.9 6.9 5.7 17.9 8.3 -4.1

区　　　 分

本　  　 年

前　   　年


